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2017年 富田林市立図書館から 

さあ！夏休み。おまつりや花火大会、楽しい 

ことがいっぱい。宿題は多いかな？ほっと 

息抜
い き ぬ

きをしに図書館にもぜひ来てみてね。 

九 州
きゅうしゅう

と沖縄
おきなわ

のあいだに、奄
あま

美
み

大島
おおしま

という島があります。この島のそば

の海の底には、大きくてきれいな丸いもようがあります。このもようには、

貝がらやサンゴでかざり付けもしてあります。これはアマミホシゾラフグ

という魚のオスがつくった物です。このきれいなもようでメスの気をひい

て、卵を産
う

んでもらうのです。 

『ネコの家庭
か て い

教師
きょうし

』 

 

 ダイスケとケンタとサオリはおとのさまに、 

ひでよしがつくるしろのひみつをさぐれとい 

われます。しろがたつばしょにひとがあつま 

り、きがきられ、ほりがほられていきます。 

さんにんも、きりかぶをほったり、いしがき 

のいしをはこんだり、てんしゅのほねぐみを 

つくったりします。さんにんがどこではたら 

いているか、さがしてみてね。 

『大坂城』 

 

『アマミホシゾラフグ』 

 

日本
に ほ ん

には各地の文化やくらしかたからうまれた、とくち

ょうのあるりょうりがあります。たとえば大阪府
ふ

は、ふぐ

りょうりの“てっちり”。奈良県
な ら け ん

は“柿
かき

の葉
は

寿司
ず し

”。この本

では、日本中
にほんじゅう

の１１４しゅるいものりょうりやおやつがし

ょうかいされています。はじめて知るりょうりも、いろと

りどりのイラストをみれば食べてみたくなるかもね！ 

 

竹永 絵里／画  

河出書房新社 

でんしゃは、まいにちたくさんのひとをはこびます。おもたいでん

しゃをささえるせんろは、すこしずつゆがんでいき、のりごこちがわ

るくなります。それをなおすのが「マルチプルタイタンパー」。まよ 

なかに、たくさんのひとといっしょにしごとをしています。そのさぎ

ょうのようすがくわしくしょうかいされています。 

『まよなかのせんろ』 

 

鎌田 歩／著 

アリス館 

 

 ピーターラビットの作者
さくしゃ

が１９１４年に書いた物語
ものがたり

が、 

ブレイクの楽
たの

しいさし絵とともに、１００年の時を超
こ

えて 

出版
しゅっぱん

されました。黒猫
くろねこ

のキティは、飼
か

い主
ぬし

にはまじめでお 

行儀
ぎょうぎ

がよいと思われていましたが、夜になるとこっそり家を

ぬけ出して大冒険
だいぼうけん

。ある晩
ばん

とうとう、ずるがしこいキツネの

罠
わな

につかまってしまいます。 

 ベスは市場
い ち ば

生
う

まれの白ネコでした。忙
いそが

しい市場では人々
ひとびと

が優
やさ

しさを無
な

くしていました。他
ほか

の世界
せ か い

があるのでは？と

想像
そうぞう

していると、買物
かいもの

にきた馬車
ば し ゃ

にけりあげられ、そのまま

宮廷
きゅうてい

にたどり着
つ

きます。敷地
し き ち

内
ない

の森でベスはやさしいトリ

ア姫
ひめ

と出会います。トリア姫と一緒
いっしょ

にいたいベスは名案
めいあん

を思

いつきました。 

南部 和也／さく 

さとう あや／え 

福音館書店 

３年生＊４年生のみなさんへ 

夏のおてがみ 
青山 邦彦／作 

北川 央 

（大阪城天守閣館長）

／監修 

講談社 

ビアトリクス・ポター／さく  

クェンティン・ブレイク／え   

松岡ハリス 佑子／やく 

静山社 

『わくわく発見
はっけん

！ 

日本の郷土
きょうど

料理
りょうり

』 

『ブーツをはいたキティのおはなし』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『いたずらおばけ』 
 

イギリス民話
みんわ

 瀬田 貞二／再話 和田 義三／画 福音館書店 

むかし、あるところにひとりぐらしのおばあさんがいました。 

おばあさんはびんぼうでしたが、村のひとにたすけられ、げんき 

にあかるくせいかつをしていました。あるひ、おばあさんはみち 

におちていたつぼに、金がどっさりつまっているのをみつけます。 

さて、おばあさんはおかねもちになってしあわせになるのでしょか。 

『くらのそとのお針箱』お江戸あやかし物語 

水沢 いおり／作  

石橋 富士子／絵 偕成社 

つくも神のこまち達
たち

は、江戸の町でつくろいもの屋をしています。店にはいろいろな人

がやってきます。ある日、ひとりの女の子に出会います。この女の子は、蔵
くら

にあった古い

さいほう箱を探していました。このお話のほかにも３つのお話がのっています。江戸時代

の暮
く

らしがわかる不思議な縁
えにし

の物語です。シリーズの３番目です。 

『こども菜根譚
さ い こ ん た ん

』 

 
齋藤 孝／監修 

日本図書センター 

 むかしの中国で書かれた本です。悲しい思いや悔
くや

しい気持ち、まわ

りの人とのつきあい方など、いろんな悩
なや

みを乗り越
こ

える２４のことば

が書かれています。どのページからでも、その日に気になるところか

ら読んでみませんか。説明文と一緒
しょ

に声に出して読んでみると、むず

かしく感じたことばがあなたを元気にしてくれますよ。 

『カルペパー一家
い っ か

のおはなし』 

 

マリオン・アピントン／文 ルイス・スロボドキン／絵 

清水 眞砂子／訳 瑞雲舎 

デビーは、お父さんが作ってくれた素敵
す て き

な家と紙人形を、カルペパー 

一家と名付けて子ども部屋に置きました。かっこいいお父さん、優
やさ

しいお母さん、子ども８人の

カルペパー一家の楽しい毎日が始まります。子ども部屋の中をたんけんし、出会ったねずみとす

ぐに仲良しになります。やがて、友だちをさがして家の外にも出かけます。 

『スミソニアンに恐 竜
きょうりゅう

がやってきた！』 

ジェシー・ハートランド／さく  

志多田 静／やく 六耀社 

スミソニアン博物館
はくぶつかん

に巨大
きょだい

な恐 竜
きょうりゅう

のディプロドクスが展示
て ん じ

されるまでのおはなし。１億
おく

４

千５百万年たって発見されたディプロドクスは、鉛筆
えんぴつ

のような形の歯をもつ草食
そうしょく

動物
どうぶつ

です。

恐竜ハンターに発見され、古生物
こせいぶつ

学者
がくしゃ

が骨
ほね

を調べて、エクスカベーターと呼ばれる作業員
さぎょういん

が骨

のまわりから石を取りのぞくと、最後は清掃員
せいそういん

が恐竜を洗ってお披露目
ひ ろ め

です。 

『ソーニャのめんどり』 

 

フィービー・ウォール／著 

なかがわ  ちひろ／訳 

くもん出版 

 のうじょうにくらすソーニャは、三ばのひよこのおかあさんを

しています。えさをやって、こやのそうじをして、とてもかわい

がりました。やがて、ひよこたちはりっぱなめんどりにそだちま

したが、あるばん、たいへんなできごとがおこります。かなしく

てないてしまうソーニャに、おとうさんはあることをおしえてく

れたのでした。 


